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Ⅰ 問題と目的 

 脳性麻痺の主徴は運動機能の障害であるが，そ

の状態を認知面の特性を含めて，より包括的に捉

えることの重要性が指摘されている（近藤，2014； 

高嶋 2015）。教育現場においては，教科学習の遂

行を困難にする認知特性を有する脳性麻痺のある

児童生徒の存在が認識され，認知特性に応じた学

習支援に関する研究が行われるようになりつつあ

る（例えば，保坂，2010）。これらの研究は脳性麻

痺のある児童生徒を対象とした認知特性に応じた

個別的な支援が，特定のスキルの獲得に有効であ

ることを示唆している。一方で，こうした児童生

徒は，学習に対する興味や関心を低下させやすい

こと，学習場面における失敗経験の蓄積がネガテ

ィブな自己認知を助長することが報告されている

（山中・藤田・名川，1996）。このことは，脳性麻

痺のある児童生徒を対象とした学習支援において，

特定のスキルの獲得のみならず，学習に対する認

知や情動の改善に対する支援が必要であることを

示している。 

近年では，学習目標の達成のために自らの認知，

行動，情動を体系的に方向づけていく過程のこと

を自己調整学習という用語で概念化し，理論的・

実証的研究が進められている（Schunk & Zimmerm

an, 2008）。また，社会的認知理論に基づく研究に

おいては，自己調整学習の支援が学習者の学力，

学習に対する持続性，モチベーションを改善する

ことを示唆する結果が得られている（Zimmerman 

& Schunk，2001）。教科学習におけるスキルの獲得

および学習に対する認知，情動の改善を要する脳

性麻痺のある児童生徒を対象として自己調整学習

の支援を実施し，その効果を検証することは，教

育現場における疾患や障害に起因する教科学習の

遂行に困難さを有する児童生徒に対する教育的対

応について検討する上で，一定の意義があること

と考えられる。 

本研究の目的は，学習の遂行を困難にする認知

特性を有する脳性麻痺のある 1生徒を対象として，

家庭における数学科の自主学習に対する自己調整

学習の支援を実施し，その効果を①学習内容の習

得度，②学習に対する持続性，③学習に対するモ

チベーションの変化に基づき検証することである。 

 

Ⅱ 方法 

1 対象者 

対象者は，特別支援学級に在籍する中学１年生

の男児（B児）である。診断名は脳性麻痺，気管支

喘息，視覚認知障害，注意欠陥・多動性障害であ

った。教育相談において B児とその母親は，中学

校数学科の学習内容と学習方法に対する支援を希

望していた。母親は特に，算数・数学科の家庭学

習に際して，常に看視を必要とする B児に対して，

1 人で学習できるようになることを強く望んでい

た。臨床場面の観察から，B 児は整数によって構

成された計算問題は当該学年相当の問題を解くこ

とができ，新たな計算問題スキルの獲得について

は，図形問題，文章問題と比べて得意であること

が推察された。各種心理検査の結果から，B 児の

情報処理特性として視覚情報よりも聴覚情報が，

同時処理よりも継次処理が優位であることを示唆

する結果が得られた。以上のことから，本研究に

おける支援目標を，家庭における数学科の自主学

習を１人で，継続して行うことができるようにす

ることと設定した。 

2 支援環境と期間 

B 児に対する数学科のセッションは A 大学セン

ター検査室にて，支援者との個別指導形式にて実

施した。支援期間は X年 5月～11月であり，原則

として 1回/1週間，約 2時間であった。なお，支

援効果の検証時期により支援期間は支援前期（5



 

 

月～7 月）と支援後期（9 月～11 月）の 2 期に分

割した。 

3 学習内容 

数学科の当該学年の学習内容の復習ができるよ

うに設定した。その中でも，B 児が比較的得意と

する計算問題を設定することにした。これは，数

学科の学習に対する B児のモチベーションの維持，

改善を最優先したためである。 

4 支援方針 

学習を困難にする認知特性のある B児が，家庭

における数学科の自主学習を 1人で継続して行う

ことができるようにするためには，認知特性を補

う学習方略の獲得と使用が必要である。教科学習

場面における学習方略の使用に対する支援方法と

して，認知的モデリングの有効性が実証されてい

る（Rosenthal & Zimmerman，1978）。認知的モデ

リングの特徴は，支援者がモデルとなり，実演し

ながら音声言語によって説明することである。聴

覚情報処理が優位な B児において，認知的モデリ

ングによる支援方法は妥当であると考えられた。

そこで，①認知的モデリングにより家庭における

数学科の自主学習の方法を獲得するための支援を

実施すること，その中で，②B 児の認知特性に応

じた学習方略を探索し，その使用を促すことを支

援方針とした。 

5 支援内容 

セッション中の支援内容は，①学習目標を設定

する練習，②学習計画を立案する練習，③机上を

整理する練習，④ケアレス・ミスを予防する練習，

⑤誤答に対処する練習，⑥学習目標の達成度を確

認する練習，⑦学習活動を自己省察する練習，⑧

学習効果を努力に帰属する練習である。 

6 支援内容の獲得状況の分析方法 

①セッション中の B児の言動のＶＴＲ記録，②

家庭での自主学習の様子に関する母親からの聴取

内容の記録，③B 児自身による家庭での自主学習

に関する筆記記録を分析対象とした。 

7 自己調整学習の支援効果の分析方法 

1）学習内容の習得度 

支援前期は学校で実施された数学科の定期テス

ト 2回分（5月と 7月）の差異得点（得点-平均点）

を比較した。同様に，支援後期は定期テストの結

果 2 回分（9 月と 11 月）の差異得点を比較した。 

2）学習に対する持続性 

支援前期，支援後期ともに B児によって筆記記

録された家庭での自主学習における計算問題に対

する解答の目標数と達成数を分析対象として，セ

ッション間における 1日の平均目標数と平均達成

数を比較した。 

3）学習に対するモチベーション 

支援前期の開始日のセッション終了後（事前），

支援前期の終了日のセッション終了後（事後）に，

B 児に対して，学業に対する自己効力感尺度（中

西，2004）と学習動機づけ尺度（速水・田畑・吉

田，1996）を実施し，事前と事後におけるこれら

の得点をそれぞれ比較した。支援後期も同じ尺度

を用いて，支援後期の開始日のセッション終了後，

支援後期の終了日のセッション終了後に実施して，

これらの得点をそれぞれ比較した。 

8 倫理的配慮 

 本研究を進めるにあたり，対象者およびその保

護者の同意と学内の研究倫理審査委員会の承認

（承認番号：2016-17）を得た。 

 

Ⅲ 結果 

１ 支援内容の獲得状況 

①学習目標を設定する練習については，目標数

の記入欄のある自主学習帳を配布したところ，自

ら目標設定をすることが可能となった。自主学習

帳適用以降は，家庭における数学科の自主学習を

母親の看視なしに，1 人で実施することができる

ようになった。②学習計画を立案する練習につい

ては，支援者が立案した学習計画に従って自主学

習を実施することが可能となった。③机上を整理

する練習については，机上における教材教具，筆

記用具の配置図を作成して B児に配布したところ，

これを参照して 1人で机上を整理することが可能

となった。④ケアレス・ミスを予防する練習につ



 

 

いては，自己言語化の方略が定着しつつあるが，

家族以外の他者がいる場面では使用する様子が認

められなかった。指数や計算記号に印をつける，

再解答をする方略については，定着しなかった。

⑤誤答に対処する練習については，対処の手順は

理解したものの，支援者や母親からの促しがない

場面では自ら実施することはなかった。⑥学習目

標の達成度を確認する練習については，達成数の

記入欄のある自主学習帳を配布したところ，自ら

達成度を確認することが可能となった。⑦学習活

動を自己省察する練習については，家庭での自主

学習場面で実施することはなかった。⑧学習効果

を努力に帰属する練習については，セッション中

に「勉強すると（数学の）問題が解けるようにな

る」との発言が聞かれた。 

2 自己調整学習の支援効果 

支援前期：①学習内容の習得度については，数

学科における定期テストの差異得点は 5月よりも

7 月の方が高かった。②学習に対する持続性は，

支援前期全般を通しての平均目標数は，3.82，平

均達成数は，4.46であり，ほぼ一定であったが毎

日継続して学習を行っていた。③学習に対するモ

チベーションについては，学業に対する自己効力

感尺度得点は事前よりも事後の方が低下していた。

一方で学習動機づけ尺度の総合得点にほとんど変

化は認められなかった。領域別にみると外発的動

機づけ得点が最も上昇し，内発的動機づけ得点が

最も低下していた。 

支援後期：①学習内容の習得度については，数

学科における定期テストの差異得点は 9月よりも

11 月の方が低かった。②学習に対する持続性は，

支援後期全般を通しての平均目標数は，2.93，平

均達成数は，3.98 であり，ほぼ一定であったが，

毎日継続して学習を行っていた。③学習に対する

モチベーションについては，学業に対する自己効

力感尺度得点は事前よりも事後の方が上昇してい

た。一方で学習動機づけ尺度の総合得点にほとん

ど変化は認められなかった。領域別にみると支援

前期とは対照的に，外発的動機づけ得点が最も低

下し，内発的動機づけ得点が最も上昇していた。 

 

Ⅳ 考察 

本研究では学習の遂行を困難にする認知特性を

有する脳性麻痺のある 1生徒を対象として，家庭

における数学科の自主学習を 1人で継続して行う

ことができるようにすることを支援目標に設定し，

アセスメントおよび支援経過から得られた情報に

基づき認知特性に応じた自己調整学習の支援を実

施した。その結果，家庭における数学科の自主学

習場面において支援以前は常に母親の看視を必要

としていた B児は，特別な事情のない限り，支援

者の作成した自主学習帳を使用することにより母

親の看視がない状況においても，1 人で数学科の

自主学習をほぼ毎日継続して実施することができ

るようになった。また，夏季休暇中の学校の学習

課題の中から，計算問題のみを自ら抽出して実施

していたとの母親からの報告もある。これらのこ

とは，本研究において支援者らが設定した支援目

標およびその達成に向けた支援内容が妥当であっ

たことを示唆している。 

支援前期において B児の学習内容の習得度の指

標である定期テストの差異得点は上昇していたに

もかかわらず，学習に対するモチベーションの指

標である自己効力感は低下した。動機づけについ

ては，領域別にみると外発的動機づけが最も上昇

し，内発的動機づけが最も低下していた。これら

のことは，支援以前と比べて，数学科の学習を主

体的に取り組む情動が低下したことを意味してい

る。これらの変化の要因として，計算問題を中心

としていた家庭における自主学習と学校の定期テ

ストの得点との関連性を見出すこと，すなわち日

頃の B児の努力とその成果となる習得度との関連

性を見出すことが難しかったことが推察される。

実際，セッション中に「試験勉強が忙しいから，

自主学習帳の勉強は少なくした」という B児の発

言があった。このことは，B 児の家庭における数

学科の学習に対する努力の成果を，支援者らが B

児に対して適切にフィードバックすることができ



 

 

ていなかったことを示している。 

そこで，支援後期では，毎回のセッションにお

いて，自主学習帳の中から抜粋した 10 問によっ

て構成したテストを導入することにより，家庭に

おける自主学習帳の学習量と確認テストの得点と

の関連性の認知を促す支援を実施した。また，現

在実施している計算問題を中心とした学習の重要

性を認知してもらうために，高校の数学科の入学

試験問題における計算問題の確認をする支援を実

施した。その結果，セッション中に B児から「勉

強すると（数学の）問題が解けるようになる」「計

算問題は入試にも大事」という発言が聞かれた。 

その結果，支援後期においては支援前期と対照

的に，学校の定期テストの差異得点が低下したに

もかかわらず，自己効力感が上昇し，動機づけに

ついては，外発的動機づけが最も低下し，内発的

動機づけが最も上昇するという結果が得られた。

これらのことは，計算問題の練習量が確認テスト

の得点と関連性があること，すなわち B児にとっ

て苦手意識のある数学科の学習についても，結果

の原因を努力に帰属できるようになったことを示

唆している。 

学習に対する持続性についてみると，支援後期

において自己効力感が上昇しても，自主学習帳に

記載された 1日の平均目標数と平均達成数に顕著

な上昇は認められなかった。しかしながら，B 児

は少ないながらも，ほぼ毎日継続して問題を解い

ていることが記載内容と母親の報告から確認され

た。その結果，支援前期と比較して，苦手として

いた小数または分数によって構成された計算問題

の解法スキルに習熟が見られるとともに，解答過

程における符号や指数の見落とし，見間違いによ

るケアレス・ミスは顕著に減少した。これらのこ

とは，学習の遂行を困難にする認知特性のある児

童生徒においても，継続的な繰り返しの練習が一

定程度有効であることを示している。 

学習を困難にする認知特性を有する児童生徒に

対する自己調整学習の支援には以下の２点が有効

であることが示唆された。 

 第 1に，詳細なアセスメントに基づく認知特性

に応じた支援を実施することである。学習を困難

にする認知特性を有する児童生徒は，同年代の児

童生徒が経験する学習機会が制約されている可能

性がある。制約された学習機会を遂行するために，

認知特性の優位な特性を活用し，劣位な特性を環

境設定により補う支援をする必要があると考える。 

 第 2に，努力をフィードバックする支援を実施

することである。苦手意識のある教科学習につい

て，学習成果（努力）と結果の関連性について認

知することができる環境を整えることが，学習に

対する自信の上昇につながると考える。 
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